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はじめに 

 

 患者が装着中の義歯には，デンチャープラークが沈着する。これにより，支台歯のう蝕・歯周病

を増悪させ，義歯床下粘膜の義歯性口内炎の起因となる 1。さらには，全身状況の悪化や嚥下機能

の低下がある場合には，誤嚥性肺炎の原因ともなる 2ため，デンチャープラークの除去は，義歯管

理において非常に重要である。 

 通常は，食後の機械的義歯清掃と就寝時の義歯洗浄剤による化学的清掃が行われている 3が，一

旦，デンチャープラークが石灰化すると，いわゆる「歯石」様の沈着物を生じ，患者による機械的

清掃や通常の義歯洗浄剤による化学的清掃では除去できない。この歯石様沈着物の存在は，表面の

粗造化を生じ，舌感不良を生じるだけでは無く，デンチャープラークの除去も困難とする。さらに

は義歯床の不適合を生じ，疼痛を引き起こすこともある。 

 従って，歯科医院での定期的な歯石様沈着物の除去と，再沈着の予防のために，歯科衛生士によ

る義歯管理指導 3 が重要となる。 

 

 

歯科医院における義歯洗浄の手順 

 

2 カ月に 1 回程度，以下の手順で行う。歯科訪問診療などで，十分な義歯管理が困難な患者の場合

には，月に 1 回の洗浄を行う。「歯科医師」と明示していない項目は，トレーニングを受けた歯科

衛生士も行うことができる。 

 

1. 患者の義歯管理状況を十分に聞き取る。図１のような調査票を使用すると効果的である。 

2. 義歯を口腔内より取り出し，十分な照明下で表面を観察する 4（歯科医師）。 

義歯表面を乾燥させると，沈着物だけでは無く，亀裂なども観察しやすい 4。 

3. 水洗下で，義歯用ブラシを用いて，食渣やデンチャープラークを除去する。 

この際に，歯科衛生士がプラーク染色液を使用し，義歯用ブラシの使用法について実地指導を

行う。プラークの除去状態を患者に見せて，機械的清掃だけでは不十分なことを理解させる。 

4. ぬるま湯（40 度程度）に患者用の義歯洗浄剤を溶かし，義歯を浸漬し，10 分程度，超音波洗

浄にかける。 

5. 義歯を乾燥させ，十分な照明下で着色や歯石を確認する。 

6. 着色が多い場合は，着色除去が主目的の歯科医院専用義歯洗浄剤を，歯石が多い場合は，歯石

除去を主目的とした歯科医院専用義歯洗浄剤を使用する(表１）。 

7. メーカーの指示に従って、洗浄を行う。この待機時間中に歯科衛生士が管理に関する指導を行

う（後述）。 

8. よく水洗し、乾燥させて、沈着物の残存をチェックする（歯科医師）。 
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9. 義歯の適合，咬合，維持などを診察する（歯科医師）。 

この時に，義歯の検査用紙 5を使用すると良い。 

 

義歯患者の通常の診療前には，毎回，上記の手順のうちの 2 を行うが，特に沈着物が多い場合には，

その他の項目も行う。 

 

 

歯科衛生士による義歯管理指導の手順 

 

 上記の７の際に，義歯管理に関して，患者が記入した義歯管理状況調査票に基づいて歯科医師の

指示の下で，歯科衛生士が指導を行う。主な内容を以下に示す。指導内容は，記録しておくことが

重要である。 

 

・食後には，可能な範囲で義歯を撤去し，義歯用ブラシで水洗する。支台歯の歯磨きも重要である。 

・撤去時には，義歯を乾燥させないように，水（または義歯洗浄剤）に浸漬する。 

・撤去時には，破損・紛失防止のために，専用の義歯用ケースに保管する。 

・義歯の洗浄の際には，通常の歯磨き剤は摩耗のリスクがあるために，義歯専用の歯磨き剤または，

中性洗剤を使用する。 

・義歯の洗浄の際には，流しでの落下時の紛失や破損防止 3のために，流しに水をためるか，ザル

の上で洗う。 

・義歯洗浄剤の使用頻度に関しては，歯科医師の指示に基づいて指導する。毎日が望ましいが，義

歯の清潔の程度や口腔内状況に応じて，2 日に 1 回程度に減らす場合もある。 

・夜間の義歯の装着 6に関しては，十分なエビデンスがないが，口腔内の状況などによっては許容

できる場合もあるので，歯科医師の指示を仰ぐ。 

夜間装着する場合には，義歯を撤去する時間の確保（入浴時，食後など）と義歯洗浄剤の毎日の

使用などの十分な指導と，口腔内の状況の十分な定期的チェックが重要である事を，歯科医師の

指示の下で指導する 6。 

・義歯安定剤を患者が使用している場合は，患者に直接注意せずに，歯科医師の指示を仰ぐ 6。 

 
 
おわりに 

 

 歯科医院における定期的な義歯の洗浄と適切な指導により，口腔内や全身状態を長期間にわたっ

て健康に保つことが重要である。今後，本指針（案）をもとにエビデンスが蓄積され，診療ガイド

ラインが作成されることを期待する。 
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現在使用中の入れ歯について以下の質問にお答え下さい． 

 
①入れ歯をいつ装着していますか？ 
 １：一日中装着している 
 ２：食事の時のみ装着している 
 ３：外出するときだけ装着している 
 ４：その他（             ） 
 
②夜寝る時に入れ歯をどのようにしていますか？ 
 １：毎日はずして寝る 
 ２：時々はずして寝る 
 ３：毎日装着したまま寝る 
 ４：その他（             ） 
 
③はずした入れ歯はどのようにしていますか？ 
 １：水に漬ける 
 ２：入れ歯洗浄剤を入れた水に漬ける 
 ３：はずして，そのままにしておく 
 ４：その他（             ） 
 
④どのようにして入れ歯を洗っていますか？ 
 
 
 
 
 
 
⑤入れ歯洗浄剤について 
 １：毎日使っている（商品名：      ） 
 ２：時々使っている（商品名：      ） 
   （  日に１回） 
 ３：まったく使っていない 
 ４：その他（              ） 
 
⑥入れ歯安定剤について 
 １：常に使っている（商品名：      ） 
 ２：時々使っている（商品名：      ） 
 ３：まったく使っていない 
 ４：その他（              ） 
 
⑦家族の方は，あなたが入れ歯を装着していることを知っていますか？ 
 １：知っている 
 ２：たぶん知っていると思う 
 ３：知らない 
 ４：その他（              ） 
 

 
図１ 義歯管理状況調査票 
 

歯みがき剤 
１：一般の歯みがき剤 
２：入れ歯専用 
３：使わない 
４：その他 

ブラシ 
１：歯ブラシ 
２：入れ歯専用 
３：使わない 
４：その他 



 

表１ 主な歯科医院用義歯洗浄剤 
 
用途 商品名 社名 規格 価格 

着色用 ラバラック D サンデンタル 1.2 L 5625 円

着色用 リプロクリーン ヨシダ 1.2 L 4300 円

着色用 デントクリーン 亀水化学工業 1.2 L(2 倍希釈） 4300 円

着色用 フィジオクリーン プロ 色素用 ニッシン 1.2L+粉剤(2g×12) 3900 円

歯石用 ストーンメルト 亀水化学工業 1.8 L 3900 円

歯石用 フィジオクリーン プロ 歯石用 ニッシン 1.2 L 3900 円

歯石用 入れ歯洗浄剤 P-101 アイ・ソネックス 3g×30 包 2520 円

歯石用 デンチャー ピュア プロ 太平化学産業 2.0 L 2625 円

歯石用 クイックデンチャークリーナー ジーシー 1.8 L 2280 円
 




